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は じ め に







ェン（rJe btsun Chos kyi rgyal mtshan１４７８－１５４６）の作品が採用されている。またカリキュラ
ムの正式な教科書以外に、僧侶の自習用の書物もある。本稿で取り上げるジェツン・チョー
キゲルツェン著『修行階位と道程の規定』（以下、『地道規定』と略）は、般若学についての自
習書の一つであり、正式名称を『“学者の首飾り”と呼ばれる地道規定』mKhas pa’i mgul rgyan













sa）」「道（ma¯rga, Tib . lam）」が用いられていても、ここで主題となっているのは、特に『現観荘
厳論』の記述と矛盾がない形で解釈された「地」「道」である。




































ている。すなわち、まず問答の主題となるもの x（有法 dharmin, Tib . chos can）を立て、そ
・れについての帰結 y（所立法 sa¯dhyadharma, Tib . bsgrub bya’i chos）とその理由 z（因 linga
or hetu, Tib . rtags or gten tshigs）を述べる。これらは、いわゆる「因の三相」を満たしている
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ない」、つまり「理由 z だからといって帰結 yとは限らない」ということである。他方、「不









・本稿ではSe ra edition（Tshulkrim & Onoda １９８５）を底本とし、Baks Duar edition（LMpj－
０１４６１８）を参照した。
・問答ごとの各段の区切りは本文中には示されていないが、訳者の判断でつけた。






































仏教の修行階梯を示すキーワードとして大乗仏教が好んだのは「地（bhu¯mi, Tib . sa）」と「道
（ma¯rga, Tib . lam）」である。本テキストのジャンルは『現観荘厳論』の註釈に分類されるので、


















































































































































AAA. : Abhisamaya¯lamka¯ra¯loka¯（ed. by U. Wogihara）
AK. : Abhidharmako′sa（ed. by P. Pradhan）
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 bsTan bcos mngon par rtogs pa’i rgyan ’grel pa dang bcas pa’i rnam bshad rnam pa gnyis kyi dka’ gnad




 ディグナーガはもちろんダルマキールティの論理学でも、この第１条件は、理由 z が主題 xであるものの






 AAA. p．９９：tatra ca yad－bhu¯mer ye parikarma－bhu¯ta¯ dharma¯ ya¯van na paripu¯ryante, ta¯vat tad－bhu¯mih.
・











 AAA. p．９９：da′sadha¯ parikarmana¯．『現観荘厳論』本文では第４８偈から第７０偈までが地資糧行の解説になっ
ている。ここで引用されている一節は、サンスクリット本文では第４８偈第２パーダに相当するが、チベッ
ト語訳ではシンタックスの都合上、第１パーダとして訳されている。
・ ・ ・・ ・・











・ ・ ・ ・
 MSA. p．１４：cittotpa¯do ’dhimokso ’sau ′suddha¯dhya¯′sayiko ’parah / vaipa¯kyo bhu¯misu matas tatha¯varana－
・
varjitah //
 注参照のこと。
 『現観荘厳論』第１章第７０偈に対するハリバドラの註釈の根拠となったのは『二万五千頌般若経』などに
説かれる般若経独自の十地思想であると思われる。しかし漢訳によれば、第７の「声聞地」を欠き、代わ
りに第１の前に「浄観地」を加える（谷口 ２００２：１９６－１９７，２２１n．２３２）。
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